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高齢者の身体活動・運動を中心とした健康行動に関する研究の動向
A review of studies about health behaviors mainly on the physical activi句r
and exercise of older persons 
(大阪大学大学院人間科学研究科博士前期課程) 久保尚子
Abstract 
1t is c1ear that physical activity and exercise have positive influences on physical， psychological， 
and social functions in daily lives， though many people tend to avoid performing exercise. Such in-
activity is thought to be a problem in也edaily lives of older persons.τbis paper reviews studies 
that exarnined也巴 maintainingfactors of and interventions in the daily exercise of older ad叫tsin 
ord巴rto exa凶m 也eappropriate ways of introducing d丘江yexercise to older people. As a result， it
is found that島知restudies need to es包blishan appropriate企ameworkwhich enables the long司term
application of da臼yexercise to older people based on their activities of daily li吋且g(ADL) and 
health statuses. Moreover， there is a great fu旬re匂skremained to discuss how to encourage older 
people白lalyto s包yhealthy lifes匂rlesin order to re匂in也巴 goodstates of quality of life (QOL). 




ity of 1百e;QOL)を保った健康寿命を維持していくことが提案されている (WorldHea1th 
























る。石津 (2004)は75歳以上の後期高齢者で運動習慣がある者は日常生活動作 (activitiesof 


































かに焦点を置くが、 Trost， Owen， Bauman， Sallis， & Brown (2002) は変化の対象となる成
人の身体活動・運動の採択と継続に関連する属性要因、心理的・認知的・感情的要因、行動態
度とスキjレ、社会的・文化的要因、身体環境要因をレピューしている。この中の特に心理的・
認知的要因を理論化した社会的認知理論 (Bandu叫 1977;1997)やTranstheoreticalModel 















似している (Sheeran，Conner， & Norman， 2001)という見方もある。
運動を始めた人の大部分は行動の継続に失敗し、最初の6ヶ月以内に活動しない状態に戻る
(M訂 cus，Dubbert， Forsyth， McKenzie， Stone， Dunn， & Blair， 2000)。したがって、なぜ、
どのようにして行動が変わり、継続していくのかを理解するためには、目標追求に対して意図
を持った後の過程を考え (Abraham，Sheeran， &Johnston， 1998)、より理解する研究が必要






















れたソーシャJレサポートと運動に対する感情反応 (McAuley，J erome， Elavsky， Marquez， & 
Ramsey， 2003)、運動グループ内のソーシヤJレサポートと社会関係 (McA叫ey，Blissmer， 





表す情緒的サポートがある(浦， 1992)。健康行動理論 (e.g.Becker & Maiman， 1975; 
Rogers， 1975; Ajzen， 1991)は、個人内の認知要因によって理論全体が構成され、行動そのも
のに対する感情や他者との関係や環境の重要性など杜会的要因を強調するものは少ない。した






動の研究が飛躍的に増加している (Dunn& Blair， 2002)。身体活動を行うことによる well-
being (心理的安寧)やストレス、不安、抑うつ、生活満足度の改善 (Shephard，2005)、身体
活動を行わないことによる心疾患リスクの増加 (Thompson，Buchner， Pina， Ba1ady， 
Williams， Marcus， Berra， Blair， Costa， Franklin， Fletcher， Gordon， Pate， Rodriguez， Yancey， 
& Wenger， 2003)など、身体活動がもたらす心理的、生理的恩恵や、身体活動に対する心理
的反応と関連する要因を調ぺる研究 (McAulley，Elavsky， J erome， Konopack， & Marquez， 
2005)は多くみられる。しかし、健康のリスクを軽減するために必要とされる1週間にほぼ毎
日、 30分以上の中等度の強度の身体活動を継続している人は多くなし今後は身体活動を行う
ための方法と努力のプロセスにも焦点を置いて研究する必要があると Dunn& Blair (2002) 
が指摘している。
一方、社会的認知理論や、 TTMなど行動科学の理論を用いて身体活動・運動行動の介入を
行った研究が、これまでに多く報告されている (e.g.Baranowski， Anderson， & Carmack， 
1998) 0 Baranowski et a1. (1998) は社会的認知理論や TTM、RelapsePrevention Model 










た研究はない (McAuleyet a1.， 2005)。例えば、有疾患患者のリハピリや疾患コントロ-)レ
の一環として身体活動・運動を取り入れ、継続していく際に有効な心理的要因と行動の結果得
られた効果を検討した研究 (e.g.Allegrante，Kovar， MacKenzie， Peterson， & Gutin， 1993; 





得られる well-beingに相違は見られていない (e.g.McAuley et a1.， 2000; McAuley， Katula， 
Miha1ko， Blissmer， Duncan， Pena， & Dunn， 1999)。つまり、必ずしもスポーツ施設に通った

























と身体活動に対する動機づけの準備性の検討を行ったRiebe，Garber， Rossi， Greaney， Nigg， 
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